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序

本報告書は、山梨県立青少年会館建設に先立ち発掘調査された山梨県甲府市川田町

517番地に所在する桜井畑遺跡（Ｂ地区）について、その成果をまとめたものでありま

す。

甲府市東部地域にあたる本遺跡付近は、古墳時代後期以降に甲府盆地における中枢

地の１つとなった春日居町付近を中心に形成された勢力と、深く係りをもった地域で

あります。北縁の山麓に造られた多数の積石塚や、春日居町寺本廃寺などに瓦を供給

した川田瓦窯祉の存在などにそうした関係が認められると思います。律令時代は『和

名抄』所載の山梨郡表門郷に属していたと考えられている地域で、最近、大坪遺跡の

十郎川地点において『甲斐国山梨郡表門』と刻まれた土器の出土によって、改めてそ

の位置が確認された訳ですが、先に述べましたいわゆる春日居勢力との係りが、巨麻

郡と山梨郡とを分ける際この地を山梨郡に所属させる一つの要因となったと考えるも

のであります。

桜井畑遺跡（Ｂ地区）は、平等川と大山沢川とによって造られた扇状地ないし沖積

地の微高地上に位置しております。調査の結果、古墳時代３軒、奈良時代２軒、平安

時代12軒、不明１軒、合計18軒の竪穴住居杜などが検出され、また土師器、須恵器、

灰粕陶器などが多数出土し、当時の生活を知る上で重要な資料が得られました。さら

に検出された竪穴住居杜は、隣接する桜井畑遺跡Ａ地区のそれと形態に大きな違いが

認められ、同一郷内での様相の違いの一端が明らかとなりました。この相違が瓦など

の生産とどのように係るのかは今後の検討課題でありますが、注目すべき成果であっ

たと思います。

以上、本報告書の概要を述べましたが、古代史研究の一資料として多くの方々にご

利用いただければ幸甚です。

末筆ながら、種々 ご協力を賜った関係機関各位、地元の方々 並びに直接調査、整理

に従事していただいた方々に厚くお礼申しあげます。

1989年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義














































































































































































































